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富山市総合計画審議会【第１回活力・交流部会】 

第２次富山市総合計画後期基本計画（案）についての主な意見と対応（案） 

項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅲ-1-(1)

Ⅱ-2-(1)

総曲輪 BASE が新たに出

来たことで人が増えてきた

が、そこからどういうふうな

行動を期待するのかという

のが見えてこない。また、ど

ういった支援策が効果的な

のかということがわからな

い。 

Ⅱ-2-（1）「賑わいと交流の都市空間

の整備・充実」の「市民に期待する役

割」（P98）に、「中心市街地全体の回

遊」、「空き店舗等の既存ストックの活

用」を追記します。 

新たに整備された賑わい拠点から生ま

れた賑わいが、そのエリア周辺に波及す

ることはもとより、富山駅周辺を含めた

中心市街地全体の回遊性の向上に繋がる

ことを期待しております。 

なお、中心商店街等の空き店舗へ出店

される場合の改装費や賃借料に対して支

援を行っているところであります。 

Ⅱ-2-（1）賑わいと交流の都市空間の

整備・充実 

■市民に期待する役割 

＊まちなかでのイベントへの積極的な参

加。 

＊中心市街地を訪れる際の公共交通の利

用。 

＊日常生活において車に頼る生活から公

共交通を利用する生活への転換。 

＊「とほ活」への参加。 

＊ハンギングバスケット・植樹桝等の花

飾り活動によるおもてなしや維持・管

理。 

Ⅱ-2-（1）賑わいと交流の都市空間の

整備・充実 

■市民に期待する役割 

＊まちなかでのイベントへの積極的な参

加。 

＊中心市街地全体の回遊。 

＊空き店舗等の既存ストックの活用。 

＊中心市街地を訪れる際の公共交通の利

用。 

＊日常生活において車に頼る生活から公

共交通を利用する生活への転換。 

＊「とほ活」への参加。 

＊ハンギングバスケット・植樹桝等の花

飾り活動によるおもてなしや維持・管

理。 

活力都市

創造部 

○ 

Ⅲ-1-(1)

Ⅱ-2-(1)

駅前の一帯が今後 5 年間

で、まちづくりあるいは経済

にどのような影響を与える

かという視点を加えても良

い。 

 富山駅周辺では、土地区画整理事業が

進捗するとともに、ホテルや商業施設の

新規建設や中規模ホールの開設、ブール

バールの再整備など、さらなる魅力の向

上が図られるものと考えております。こ

れにより、路面電車の南北接続の効果が

さらに高まり、人々の往来の活発化が図

られ、駅周辺と西町、総曲輪通り等の中

  活力都市

創造部 

○：意見を反映するもの。 

●：前期からの変更において既に対応しているもの。
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

心商店街、さらには岩瀬地区等の観光地

との回遊性が向上することで、本市の顔

である富山駅前及び中心市街地全体の活

性化や地域経済の好循環が生まれること

に期待しているところであります。 

Ⅲ-1-(1)

Ⅱ-2-(5)

パークアンドライドの整

理をするなど、公共交通を軸

としたまちづくりを一層進

めることが中心街に足を運

ばせるという一つの手段だ

と思う。 

 パークアンドライド駐車場は、公共交

通の利用圏域の拡大や交通渋滞の緩和、

環境負荷の低減等に有効な手段であるこ

とから、これまでに、ＪＲ高山本線や富

山地方鉄道不二越・上滝線沿線で交通事

業者と連携し、整備しております。今後

も引き続き、Ⅱ-2-（5）施策の方向②

「基幹交通の利便性向上」（P107）で

述べているとおり、取り組むこととして

おります。 

Ⅱ-2-（5）交通体系の整備 

②基幹交通の利便性向上 

ＪＲ高山本線の活性化事業を継続し、

一層の活性化に努めます。また、富山地

方鉄道不二越・上滝線の主要駅へのアク

セス改善や幹線バス路線へのノンステッ

プバスの導入、あいの風とやま鉄道への

支援等により公共交通のさらなる利便性

の向上に努めます。 

 活力都市

創造部 

Ⅲ-1-(1)

Ⅱ-2-(1)

中心商店街をこの富山市

の機能の中でどう位置付け

ていくかを明確にした方が

良い。 

 Ⅲ-1-（1）施策の方向③「商店街の

活性化」（P130）で述べているとお

り、中心商店街は、中心市街地活性化の

鍵であり､本市の顔であると認識してお

ります。 

 また、富山市立地適正化計画では、中

心商店街を含む都心地区の望ましい将来

像として、「広域的な都市機能」、「日常

生活に必要な都市機能」及び「商業・業

務機能が集積し、就業の場の充実」を掲

げており、中心商店街については、本市

Ⅲ-1-（1）ものづくり・しくみづくり

の強化 

③商店街の活性化 

・中心商店街の活性化 

中心市街地活性化の鍵となる中心商店街

は、きめ細かな顧客サービスや、時代に

合った選び抜かれた商品の販売などによ

り、顧客の心を引き付ける商業空間を創

造することが求められていることから、

意欲のある商店街や商業者が行う取組に

対し、支援します。 

 商工労働部

活力都市

創造部 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

における商業機能の重要な担い手である

と認識しております。 

Ⅲ-1-(1)

Ⅱ-2-(1)

駅前や中心商店街がどの

ような役割、機能をこれから

果たしていけばいいかとい

う書き込みがあれば良い。 

 商業機能の担い手として、市民ニーズ

に合わせた商品やサービスの提供を行

い、地域住民の生活の利便性を確保する

とともに、商店街自らが主体となって賑

わいを創出していくことが重要な役割で

あると考えているところであり、Ⅲ-1-

（1）市民に期待する役割（P130）

に、『商店街が主体となった賑わいの創

出』を追加します。 

Ⅲ-1-（1）ものづくり・しくみづくり

の強化 

■市民に期待する役割 

＊地域の商店街での商品の積極的な購

入。 

＊商店街の各店舗による地域貢献や魅力

ある商業空間の形成。 

＊地域の商店街が行う活動への積極的な

参加。 

Ⅲ-1-（1）ものづくり・しくみづくり

の強化 

■市民に期待する役割 

＊地域の商店街での商品の積極的な購

入。 

＊商店街の各店舗による地域貢献や魅力

ある商業空間の形成。 

＊地域の商店街が行う活動への積極的な

参加。 

＊商店街が主体となった賑わいの創出。

活力都市

創造部 

商工労働部

○ 

Ⅲ-1-(1) 商店街に関して、どういっ

た機能を残すのか、商店街と

してどういうものを残すの

かなど、明確なビジョンを今

のうちに整理することが必

要ではないか。 

商店街のビジョンについては、各商店

街が利用者ニーズを把握し、商店街自ら

が検討され、具体的に打ち出されるべき

ものと考えております。 

このため、Ⅲ-1-（1）施策の方向③

「商店街の活性化」（P130）で述べて

いるとおり、地域商店街は地域コミュニ

ティの核として重要な役割を担っている

ことから、市といたしましては、引き続

き、その地域の特性を活かした個性ある

取組を支援してまいります。 

③商店街の活性化 

・地域商店街の活性化 

地域商店街は、地域コミュニティの核

として地域住民の生活に重要な役割を担

っていることから、活性化を図るため

の、地域の特性を生かした個性ある取組

に対し、支援します。 

 商工労働部 ● 

Ⅲ-1-(1) 商店街の結束や魅力をも

っと充実強化していくため

にも、商店街を構成している

商店の参加については、Ⅲ-1-（1）

市民に期待する役割（P130）におい

て、「商店街の各店舗による地域貢献や

■市民に期待する役割 

＊商店街の各店舗による地域貢献や魅力

ある商業空間の形成。 

 商工労働部 ● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

商店の参加がもっと必要で

はないか。 

魅力ある商業空間の形成」と述べている

ところであります。 

Ⅲ-1-(3) 新産業創出について、民

間から「アイディアボック

ス」なるものを設置し、企業

や教育機関がその中から将

来性があると見込んだもの

を研究開発という考えも有

るのではないか。 

創業支援施設である新産業支援セン

ターでは、毎年「ビジネスアイデアコン

テスト」を実施するなど、これから創業

しようとする方、創業間もない個人や企

業のビジネスアイデアの事業化や商品

化を支援しています。 

今後とも新産業支援センターを拠点

とし、新たなアイデアを取り入れた新産

業や新事業の創出について支援してま

いります。 

また、令和２年度にＣｉＣ３階に設置

した未来共創拠点施設「Sketch Lab

（スケッチラボ）」では、産学官民の共

創に資する様々なプログラムを実施し

ており、こうした取組（いわゆる「オー

プンイノベーション」）の中から新たな

ビジネスが創出されることを期待して

いるところであります。 

  商工労働

部 

企画管理

部 

Ⅲ-1-(4) 「１経営体あたりの平均

耕作面積」は「平均」でいい

のか。 

集落営農と個人のものが

あり、平均を目標にすると訳

がわからなくなってしまう。

農業経営の規模を指標で示す際、市内

には家族経営、法人経営、集落営農等多

様な農業経営体があり、経営規模も異な

ることから、タイプ別に分けて目標を示

す方がより具体的ではありますが、唯一

の指標となる農林業センサスの結果にお

  農林水産部
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

どっちが増えたのかわから

ない。 

いては、農業経営体別での耕作面積の調

査を行っていない実情があります。 

農業の経営の大規模化は、いずれのタ

イプにおいても経営基盤強化等のために

必要なことであり、平均耕作面積は、経

営体別の目標になり得なくても１つの指

標にはなり得るものと考えています。 

経営体別の目標耕作面積の設定につい

ては、市独自調査を行うことを含め、そ

の方法等について今後検討してまいりま

す。 

Ⅲ-1-(4)

Ⅱ-3-(4)

Ⅱ-3-(5)

中山間地の農業を構造的

にどうするのか、過疎の問題

とリンクしているのかとい

う視点もあった方が良いと

思う。 

中山間地の農業と過疎辺地の課題及び

今後の取り組みについては、Ⅱ-3-

（５）「中山間地域の振興」（P118）で

述べております。 

また、Ⅱ-3-（4）「暮らしの安全を守

り安らぎを与える森づくり」（P116～

117）では、森林の管理や機能の課題

を認識した上で、今後の森林の振興につ

いても述べております。 

Ⅱ-3-（５）中山間地域の振興 

Ⅱ-3-（4）暮らしの安全を守り安らぎ

を与える森づくり 

 農林水産部

Ⅲ-1-(4) 担い手をいかに育成する

か、農業自身いかに収益率を

上げるか、高所得につなげる

かが課題だと思う。 

活力ある強い農業を実現するには、意

欲ある明日の農業の担い手の育成と農業

の競争力の向上が肝要と考えており、Ⅲ

-1-（4）施策の方向①「担い手の育

成・確保」や⑤「農林水産物の高付加価

値化」（P140～141）のほか、農業経

①担い手の育成・確保 

（略）やる気のある若い就農者を確保

するとともに、集落営農組織等の法人化

により、経営基盤の安定した経営体の育

成を推進します。（略） 

②農業生産基盤整備と農地集積 

 農林水産部 ● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

営の省力化・効率化等について述べてお

ります。 

具体的には、本市では、国営、県営事

業などを活用した農業生産基盤整備の推

進と同時に、耕作意欲のある担い手を中

心に、農地集積や集約化を進め、経営面

積の拡大と作業の効率化を進めること

で、農業経営の低コスト化や省力化を行

いながら、収益率を向上させることで、

経営基盤の強化を図ることとしておりま

す。 

例えば、水橋地域の受益面積612ha

において、国営農地再編整備事業を令和

3年度から着手しており、このほ場整備

により大区画化・汎用化した農地を活用

して、ニンジン・キャベツなどの高収益

作物を作付けすることで、現状の作付割

合を４％から将来的に47％まで引き上

げるなどにより、収益性の高い農業を目

指すこととしております。 

農業経営の低コスト化、省力化、経営

基盤の強化を図るため、農業生産基盤整

備による農地の大区画化・汎用化等を推

進するとともに、意欲ある担い手を中心

に、農地集積や集約化を進め、経営面積

の拡大と作業の効率化を図ります。

（略） 

⑤農林水産物の高付加価値化 

（略）6次産業化に取り組む農業者等

を支援することで、農林水産物の高付加

価値化を図ります。 

Ⅲ-1-(4) 市として、県として、ある

いは国として農家への経営

コストをいかに低減させて

あげるか。費用対策を検討し

ていく必要があると思う。 

農家が経営の安定を図るにあたり、経

営コストを低減させることは、本市のみ

ならず、国、県においても解決しなけれ

ばならない課題と認識しています。 

低コスト化については、Ⅲ-1-（4）

施策の方向②「農業生産基盤整備と農地

②農業生産基盤整備と農地集積 

農業経営の低コスト化、省力化、経営

基盤の強化を図るため、農業生産基盤整

備による農地の大区画化・汎用化等を推

進するとともに、意欲ある担い手を中心

に、農地集積や集約化を進め、経営面積

 農林水産部 ● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

集積」（P140）において述べていると

ころであり、国、県と協力して進めてい

きたいと考えています。 

 さらに、本市においては、国営、県営

ほ場整備などの事業を活用しながら、農

地の大区画化や汎用化を進めると同時

に、国や県とも連携し、担い手への集

積・集約化に加え、スマート農業技術等

の省力化技術の導入による作業効率の向

上を図るなど、トータル的な経営コスト

の縮減を目指すこととしております。 

の拡大と作業の効率化を図ります。

（略） 

Ⅲ-1-(4) 農地の集積集約をするこ

とによって発生する費用の

負担を軽減し、誰がその費用

を負担するのかを含めて対

策をとりながら強い農林水

産への対策をとっていただ

けたらと思う。 

農地を集積・集約する際には、「①国

営事業の活用」や、「②農地中間管理機

構を活用し、集積協力金等による支援を

受けること」によって、大幅な農家負担

の軽減を図ることができます。 

このような制度の活用を促すことによ

って、強い農林水産業づくりに努めてま

いります。 

  農林水産部

Ⅲ-１-(4)

Ⅱ-3-(5)

企業が耕作放棄地を活用

し、従業員等が農業や食事に

関心を持てるような環境を

作れないか。 

本市の農家数は減少傾向にあります

が、農業法人経営体数や１経営体当たり

の耕地面積は増加傾向にあり、経営改善

が一定程度図られている状況にありま

す。 

しかしながら、農業の担い手不足や耕

作放棄地の増加等の課題は依然解消され

Ⅲ-１-（4）強い農林水産業の振興 

①担い手の育成・確保 

（略）企業等の参入を促進するととも

に、障害者の農業分野での活躍を通じ

て、農業経営の発展とともに障害者の生

きがいを創出し、社会参画を促す農福連

携を推進します。 

 農林水産部
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

ておらず、多様な担い手を育成すること

が求められています。 

多様な担い手の育成については、Ⅲ-

１-（4）「強い農林水産業の振興」施策

の方向①「担い手の育成・確保」（P14

０）で述べているとおり、農福連携を含

めた企業等の農業参入が想定されるとこ

ろであり、本市では「企業等農業参入相

談窓口」を設け、企業等が農業に参入し

やすい環境づくりに努めているところで

す。 

Ⅲ-1-(4) 農産品について、高付加

価値化だけでなく、選外品

や二級品などの販路を考え

るべきではないか。 

 Ⅲ-1-(4)施策の方向⑤「農林水産物

の高付加価値化」で述べているとおり、

農産品の高付加価値化については、生産

者の 6 次産業化の取り組みに対して、

補助金やセミナーの開催を通じて支援

しております。 

また、市場出荷の規格には合わないも

のの、新鮮で安心・安全な地場農産物な

どを小さなロットから中心市街地にお

いて販売できる地場もん屋の運営を支

援しているほか、市内にはＪＡや地域の

農業者などが運営する直売所があり、い

ずれも生産者、消費者双方にとって魅力

的な施設となっております。 

 なお、令和３年度は春に凍霜害を受け

  農林水産

部 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

た日本梨を中心に、果実の規格外品を原

料としたスイーツ等の加工品の商品開

発やその商品の PR に要する経費に対

して補助しており、新たな販路の開拓に

努めております。 

Ⅲ-1-(5) 農業サポーターの登録委

託目標が 900 人になってい

るが、頭打ちになっていると

思われる。この目標は難しい

のではないか。 

成果指標は農業サポーター登録者数

で、とやま楽農学園の受講者のうち農業

者のサポーターとして従事を希望する者

を登録し目標値にしています。 

令和 2年度は新型コロナ感染症対策

で1年生の講座を中止し、新規の受講

者がいなかったため、サポーターが減少

しましたが、継続して講座を開催できれ

ば年100名の新規受講者がいますので

達成は可能であると考えています。 

  農林水産部

Ⅲ-1-(5) 企業の退職者等と農業・

林業・水産業とのマッチン

グの機会を作ってはどう

か。 

新型コロナウイルスによる失業者等

の雇用対策として、３密（密閉、密集、

密接）の環境になりにくい屋外での農作

業等への就業をマッチングすることで、

高齢化などにより担い手不足である農

林水産業の活性化を図る「＃コロナ転

職」事業を行っております。 

またこれまでに、関東地方などの都市

部において、農林水産業以外の分野で就

業されていた方が、地域おこし協力隊と

して移住し活動した後、任期満了後も定

  農林水産

部 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

住し、地域の重要な農業の担い手として

ご活躍されております。 

Ⅲ-1-(5) 施策の方向に、『④グロー

バル人材の育成』を追加し

てはどうか。 

同項施策の方向①「各産業を支える人

材育成」（P145）や、Ⅲ-1-(3)施策の

方向②「多様な主体による共創の推進」

（P135）において、本市の人材育成や

地域課題の解決、新たな価値の創造につ

いての考え方を述べています。 

Ⅲ-1-(5)活力を創出する人材育成 

①各産業を支える人材育成 

厳しい経営環境を乗り切るためのリ

ーダーを育成するため、多様な企業など

の連携により、産業を支える人材ネット

ワークの構築や経営者が世代間や異業

種間で交流する機会の創出に努めます。

Ⅲ-1-(3)新産業・新事業の創出 

②多様な主体による共創の推進 

（略）地域課題の解決や新たな価値の

創造、さらには新産業・新事業の創出に

つながるよう取り組みます。

企画管理

部 

● 

Ⅲ-2-(1) 個人客や小グループの観

光客が増えていくと思うの

で、計画にスペースがあれば

団体と個人のデータを両方

示しておいたほうが良い。 

「現状と課題」のグラフ「立山黒部ア

ルペンルートの訪日団体観光客数」

（P146）を「立山黒部アルペンルート

の訪日観光客数」に変更し、個人客のデ

ータを折れ線グラフで表示します。 

  商工労働部 ○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

Ⅲ-2-(1) 地元の人と交流するよう

なこともあると良い。 

個人の観光客に質の良い

ものにお金を使ってもらえ

るようなことが必要である。

Ⅲ-2-（1）施策の方向②「富山の魅

力を活用した滞在型観光の推進」

（P147）に「地域の人との交流」や

「富山の特色を生かした質の高い観光」

について追加します。 

②富山の魅力を活用した滞在型観光の推

進 

また、本市を滞在拠点とする旅行の商

品開発を支援し、旅行業者等と連携した

新たな滞在型観光を研究・企画すること

により、交流人口や関係人口の拡大を図

ります。 

②富山の魅力を活用した滞在型観光の推

進 

また、本市を滞在拠点とする旅行の商

品開発を支援するとともに、旅行業者等

と連携し、地域の人との交流も含めた、

富山の特色を生かした質の高い滞在型観

光を研究・企画することにより、交流人

口や関係人口の拡大を図ります。 

商工労働部 ○ 

Ⅲ-2-(1) （事業の提案） 

① 富山を拠点とした広域

観光の推進 

 そのためには便利な拠点

間交通の整備が求められる

 BRT（連接バス）の採用

② 滞在型観光の推進（昼

夜の観光がバランスしない

と滞在型にならない） 

 ・中型MICEの誘致 

 ・中心市街地に夜を楽し

めるまちづくり（特徴ある

飲食街・Live や Show な

ど） 

③ インバウンドの誘致 

 ・ 国 際 的な観 光 PR

（Airbnb などの活用） 

 ・利便性のよい観光シス

Ⅱ-2-(5)「交通体系の整備」施策の方

向⑥「陸・海・空の広域交通網の確保」、

⑦「次世代交通システムへの対応」（Ｐ

107）において、広域的な道路交通網の

充実を図るとともに、多様な移動手段を

組み合わせた持続可能な交通システム

の構築や地域内外のステークホルダー

と連携した次世代交通システムの導入

を検討することとしており、こうした取

り組みの中で、拠点間の移動の利便性に

ついても検討していくとともに、本市の

交通網の優位性を生かし、広域観光の推

進に努めてまいります。 

次に、滞在型観光の推進については、

Ⅲ-２-(３)「多様な交流の促進」（P153）

施策の方向①「コンベンション誘致の推

進」及び②「アフターコンベンションの

充実」にご意見の趣旨を含んでおりま

Ⅱ-2-(5)交通体系の整備 

⑥陸・海・空の広域交通網の確保 

・広域的な道路交通網の充実 

高規格道路富山高山連絡道路や富山

外郭環状道路などの広域的な連携・交流

を支える国道及び県道の整備について

関係機関に働きかけます。 

⑦次世代型交通システムへの対応 

グリーンスローモビリティのモデル

運行をはじめ、EVバスの導入検討や自

転車等の多様な移動手段を組み合わせ

た環境負荷の少ない持続可能な交通シ

ステムの構築に向けた取組を継続する

とともに、地域内外のステークホルダー

と連携し、次世代交通システムの導入に

向けた検討を推進します。 

Ⅲ-２-(３)多様な交流の促進 

①コンベンション誘致の推進 

活力都市

創造部 

商工労働

部 

● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

テム（新規事業の創出と若

者の就業機会の増加） 

 （Wifi-Bluetooth を活用

したタブレット型観光案

内、観光施設のキャッシュ

レス化） 

 ・観光拠点間の交通整備

（ＲＢＴ） 

す。 

次に、インバウンドの誘致について

は、Ⅲ-2-(1)「広域・滞在型観光の推進」

施策の方向③「インバウンド（外国人観

光客）の誘致促進」（P147）にご意見の

趣旨を含んでおり、外国人観光客が快適

に旅行できる環境づくりに努めます。 

アフターコロナ社会を見据え、コンベ

ンション開催補助制度など各種支援制

度をPRするとともに、富山大手町コン

ベンション（株）や（公財）富山コンベ

ンションビューローとの連携強化など

により、コンベンションの誘致に努めま

す。（略） 

②アフターコンベンションの充実 

コンベンション等への参加者に富山

を楽しんでいただくため、飲食情報や特

産品、四季折々の旬の情報提供に努める

とともに、路面電車利用券の配布や観光

タクシー料金の助成などにより、県内観

光地の回遊性の向上を図り、アフターコ

ンベンションの充実に努めます。 

Ⅲ-2-(1)広域・滞在型観光の推進 

③インバウンド（外国人観光客）の誘致

促進 

（略）外国人宿泊者への路面電車無料

券の配布やＡＩを活用した観光案内用

チャットボットの運用などにより、外国

人観光客が快適に旅行できる環境づく

りの推進に努めます。 

Ⅲ-2-(2) ガラスも芸術文化だけで

なく観光に取り入れると良

い。 

Ⅲ-2-（2）施策の方向①「地域資源

の活用による新たな観光資源の創出」

（P149）で述べているとおり、ます寿

①地域資源の活用による新たな観光資源

の創出 

また、ます寿しづくりやガラス制作な

①地域資源の活用による新たな観光資源

の創出 

また、ます寿しづくりやガラス制作な

商工労働部

企画管理部

○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

地域の魅力や SDGs など

により観光資源を磨き上げ、

新しい観光の姿を見据えて

いく必要がある。 

しづくりやガラス制作などの体験型観光

の推進に努めます。 

また、「新たにＳＤＧｓなどをテーマ

とした」を追加します。 

どの体験型観光を推進するとともに、観

光資源の掘り起こしやブラッシュアップ

に取り組みます。 

どの体験型観光を推進するとともに、新

たにＳＤＧｓなどをテーマとした観光資

源の掘り起こしやブラッシュアップに取

り組みます。 

Ⅲ-2-(２) 観光に関して、県全体で観

光に関する勉強についても

う少し考えてもらいたい。 

Ⅲ-2-（２）施策の方向②「多様化す

る観光客への観光情報発信と受入体制の

充実」（P149）に「広く富山の魅力に

対する理解を深めるとともに」を追加し

ます。 

②多様化する観光客への観光情報発信と

受入体制の充実 

また、観光客の満足度を向上させ、リ

ピーターの増加につながるよう、観光客

に対するおもてなしの機運の醸成に努め

ます。 

②多様化する観光客への観光情報発信と

受入体制の充実 

また、観光客の満足度を向上させ、リ

ピーターの増加につながるよう、広く富

山の魅力に対する理解を深めるととも

に、観光客に対するおもてなしの機運の

醸成に努めます。 

商工労働部 ○ 

Ⅲ-2-(2) 観光サポーターをシビッ

クプライドの観点で取り組

むような連携が必要。 

観光サポーター研修を実施の際、本市

が誇る観光資源を実際に訪れるなど、研

修の内容にシビックプライドの観点を取

り入れることに努めます。 

  商工労働部

Ⅲ-2-(2) 観光バスが駅前に入って

いって、観光バスがたくさん

駐車できるようなスペース

が、今の計画の中で描かれて

いないのではないか。玄関口

である富山駅においてスペ

ースを確保し、充実を図れな

いか。 

富山駅周辺整備事業では、北口駅前広

場が完成した後、現在使用している仮ロ

ータリーを撤去し、軌道西側に観光バス

乗降場（4台）を整備するとともに、市

営富山駅北駐車場では観光バス駐車場

（16台）を設置する予定としており、

Ⅱ-2-（1）「賑わいと交流の都市空間の

整備・充実」の総合計画事業概要「富山

駅周辺地区土地区画整理事業」（P98）

に「観光バス乗降場の整備」を追記しま

す。 

Ⅱ-2-（1）賑わいと交流の都市空間の

整備・充実 

■総合計画事業概要 

事業名： 

富山駅周辺地区土地区画整理事業 

事業の概要(令和４年度～令和８年度)：

 （都）富山駅横断東線の整備 

Ⅱ-2-（1）賑わいと交流の都市空間の

整備・充実 

■総合計画事業概要 

事業名： 

富山駅周辺地区土地区画整理事業 

事業の概要(令和４年度～令和８年度)：

 （都）富山駅横断東線の整備 

 観光バス乗降場の整備 

活力都市

創造部 

商工労働部

○ 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

また、富山駅における観光バスの乗降

需要の把握に努め、観光バス利用者の利

便性向上に向けた取り組みを検討してま

いります。 

Ⅲ-2-(3) 外国人の働きやすさ、生活

支援をするようなボランテ

ィアの方を育成していくこ

とも重要ではないか。 

外国人が安心して過ごせるまちづくり

を進めるにあたり、外国人を支援するボ

ランティアの育成は重要であると認識し

ていることから、富山市民国際交流協会

では、平成１７年度から「外国語ボラン

ティア養成講座」を開催し、講演会や語

学研修を通じて、外国人をサポートする

ボランティアの育成に努めており、Ⅲ-

2-（3）施策の方向④「外国人が過ごし

やすいまちづくり」に、「外国人を支援

するボランティアを育成するなど」を追

記します。 

④外国人が過ごしやすいまちづくり 

外国人と住民が、互いを尊重し認め合

いながら、地域の一員として共に暮らし

ていくため、多文化共生のまちづくりを

推進します。 

④外国人が過ごしやすいまちづくり 

外国人と住民が、互いを尊重し認め合

いながら、地域の一員として共に暮らし

ていくため、外国人を支援するボランテ

ィアを育成するなど、多文化共生のまち

づくりを推進します。 

企画管理部 ○ 

Ⅲ-3-(1)

Ⅳ-2-(2)

若い人が最後に富山で働

こうという気になることが

大事ではないか。 

Ⅳ-2-（2）「シビックプライドの醸

成」施策の方向①「地域の強みや魅力の

発掘・再発見」において、「一旦離れて

も「帰りたい」と思えるように（中略）

シビックプライドの醸成に努めます。」

と述べており、シビックプライドの醸成

を通して、富山で住み続けたいと思って

いただくよう働きかけてまいります。 

また、様々な世代の方が本市で働きた

いと思った時にその機会を得られること

Ⅳ-2-（2）シビックプライドの醸成 

①地域の強みや魅力の発掘・再発見 

市民がいつまでも本市に「住み続けた

い」、また、一旦離れても「帰りたい

（homing）」と思えるように、本市に

対して愛着や誇りを抱くシビックプライ

ドの醸成に努めます。 

Ⅲ-3-（1）多様な雇用機会の創出 

①雇用機会の拡大と就労支援 

大学生などを対象に本市や市内企業の

 企画管理部

商工労働部

● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

は重要であると考えており、Ⅲ-3-

（1）「多様な雇用機会の創出」施策の

方向①「雇用機会の拡大と就労支援」

（P155）で述べているとおり、合同企

業説明会の開催や専用ホームページでの

市内企業の紹介を通して、UIJ ターンの

促進に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

魅力をプレゼンテーションする企業説明

会等を開催し、若者の市内企業への就職

による地元定着を図るとともに就職を契

機としたＵＩＪターンを促進します。 

また、市内企業の概要や採用情報等を

ホームページで紹介するなど、関係機関

とも連携しながら、本市での就労支援に

努めます。 

Ⅲ-3-(1) これからの求人は「正規

雇用」を条件とした求人を

増やすべきではないか。 

Ⅲ-3-（１）現状と課題（P154）で

述べているとおり、非正規雇用労働者に

ついては、不安定な雇用などの課題があ

ると認識しており、市が主催する合同企

業説明会では、正社員として雇用するこ

とを企業の参加要件としているところ

であります。 

一方、働く方がそれぞれの事情に応じ

て多様な働き方を選択できることも重

要と考えておりますので、求職中の方が

希望する働き方ができるよう支援して

まいります。 

  商工労働

部 

Ⅲ-3-(2) 育児もそうだが、介護を理

由として、地域を選ぶという

方もおり、育児、介護への支

援の仕組み必要ではないか。

Ⅰ-3-（2）「高齢者・障害者への支

援」施策の方向②「介護サービス基盤の

整備」で述べているとおり、介護が必要

な高齢者が住み慣れた自宅や地域で暮ら

し続けられるよう、地域バランス等に考

慮しながら、介護サービスの基盤整備を

Ⅰ-3-（2）高齢者・障害者への支援 

②介護サービス基盤の整備 

高齢者が要介護の状態となっても、可

能な限り住み慣れた自宅での生活を送れ

るよう、また、在宅での生活が困難な方

が、地域での生活を継続できるよう支援

 福祉保健部 ● 
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項目 意 見 対応（案） 現行案 修正案 担当部局
計画

反映

推進してまいります。 します。 

Ⅲ-3-(2) メンタルヘルスの不調者

の課題を雇用関係や職場の

課題として焦点を当てるべ

き。 

労働者のメンタルヘルスの不調を未然

に防ぐため、国ではストレスチェック制

度を、50人以上の労働者を使用する事

業所では義務、50人以下の事業所では

努力義務とされております。 

このことから、Ⅲ-3-（2）施策の方

向①「勤労者福祉の向上」（P157）に

「メンタルヘルスなどに関する」を追記

し、今後も企業訪問など様々な機会を通

じて周知に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

①勤労者福祉の向上 

企業における労働環境の改善のため、

適正な労働管理や有給休暇の取得などに

ついて、関係機関と連携を図りながら啓

発活動に努めます。

①勤労者福祉の向上 

企業における労働環境の改善のため、

時間外労働やメンタルヘルスなどを含

め、適正な労働管理や有給休暇の取得な

どについて、関係機関と連携を図りなが

ら啓発活動に努めます。

商工労働部 ○ 

Ⅲ-3-(2) 介護休業の充実のような

ところも合わせて情報提供

することを市の役割として

やっていただきたい。 

育児休業と介護休業は共に育児・介護

休業法で規定されており、Ⅲ-3-（2）

施策の方向②「仕事と生活の調和がとれ

た職場環境づくり」（P157）で述べて

いるとおり、制度の普及及び啓発に努め

てまいります。 

②仕事と生活の調和がとれた職場環境づ

くり 

（略）育児・介護休業制度など、様々

な機会を通じて、普及・啓発に努めま

す。 

 商工労働部 ● 

Ⅲ-3-(2) 中小零細企業の勤労者福

祉として、市の稼働率の悪

い施設の有効活用につい

て、民間からアイデイアを

募集してはどうか。 

市の施設を勤労者福祉のために活用

することについては施設の設置目的が

異なることから考えておりませんが、施

策の方向①「勤労者福祉の向上」（Ｐ

157）で述べているとおり、中小企業の

勤労者に対する福利厚生について支援

してまいります。 

①勤労者福祉の向上 

（略）また、中小企業の勤労者等に対

する福利厚生事業を実施する（公財）富

山市勤労者福祉サービスセンター（Uサ

ポートとやま）の適正な運営を支援しま

す。（略） 

 商工労働

部 

● 


